
ワークショップのまとめ

テーマ：支援者や地域の大人として、こどもや保護者にできそうなこと

カテゴリー：②地域（住民・企業）のつながりの強化について

【子】

・自己肯定感が低い・

【親】

・親に余裕がない

・こどもを育てるのは親の責任という意識が強い

・周囲の目が気になる

・助けてとうまく言えない

・経済的支援は重要

・支援したくても誰に支援が必要なのか、わからない

【地域・民間・学校】

・いい具合の距離感を求めている

・誰かのためにでは難しいがつながりは求めている

・活動に協力してくれる人材がいない

・市との連携協定による支援ができるのは強み

・学校の先生も助けが必要

【地域】

〇声かけ・あいさつ・見守り

〇色んな団体を巻き込んだイベント

〇親に負担をかけないイベント

今後できそうなこと

こうなったらいいな

★人の温かさを感じてほしい

★人と関わることが習慣になってほしい

★こどもを一人にさせない社会になってほしい

〇つながる仕掛け

〇おとな同士がまず顔の見える関係でつながる

〇すでに取組んでいる団体同士のつながり

〇「いつも見てるよ」のメッセージに代わる挨拶

〇何かしながらの見守り「ながら見守り」

〇子どもたちのために大人が汗をかく姿

〇子どもたちのために大人が楽しんで何かをする姿

大人の行動力

こんな意識をもてると、もっと良くなる！

【団体】

〇こども食堂で・・・

・地域の人が食材を提供

・親子でボランティア

・コミュニケーションが苦手でも参加できる

今、やれてる！

つながり

見守り

意識の高揚

地域でのあいさつ・声かけ

ながら見守り

地域全体で子育て

する意識

新たな取組協力体制既存の取組の工夫

商業施設内でのこども食堂

こどもの習い事の時間に親向けの支援サービス

食べたりおしゃべりできる場

親の居場所

イベント時に地域の商店・企業へ協力を依頼

コミュニティスクールの活用

地域で既に実施している

取組み同士の協力体制の強化

貧困家庭も利用できる体験・習い事

子を預けてゆっくり買い物できるサービス

商業施設内での職場体験



Bグループ



Dグループ



Dグループ



Fグループ


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

